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論 文 審査の結果の要旨

本論文は，好気嫌気化埋立工法の最適制御条件について検討するため，埋立地を模擬したカラ

ムおよび実際の有機性廃棄物埋立地において異なる条件下で送気実験を行い，温室効果ガス発生

抑制効果，浸出水水質改善効果についてまとめたものである．

これらの研究成果は，独自な視点から，好気嫌気化埋立工法について研究したものであり，廃

棄物工学において重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める．


